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環境省の示した「暫定指導指針」に基づき、平成１７年度に都道府県及び地方環境事務
所において実施したゴルフ場で使用される農薬についての水質調査の結果を、環境省にお
いて取りまとめた。
８３３か所のゴルフ場を対象に、延べ３５，６８７検体について水質調査を実施。その

うち指針値を超過したのは０検体。

１．経緯

環境省は、平成２年５月に、ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁を未然に防止するため、
ゴルフ場で使用される農薬に係る水質調査の方法や、ゴルフ場の排水口での遵守すべき農薬濃度目
標（指針値）等を定めた「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」
（以下「暫定指導指針」という。）を都道府県に通知した。以降、各都道府県において、同指針に
基づき所要の調査、指導が行われている。環境省は、この水質調査結果について、平成２年度以降、
毎年都道府県から報告を求めている。なお、平成１６年度調査からは、環境省地方環境対策調査官
事務所（平成１７年１０月１日付けで「地方環境事務所」に再編）においても水質調査を実施して
いる。
引き続き｢暫定指導指針｣に基づき、都道府県と協力してゴルフ場で使用される農薬による水質汚
濁の防止のため指導を行っていく。

２．平成１７年度に都道府県及び地方環境事務所において実施されたゴルフ場排水口等に
おける水質調査結果

＜調査結果の概要＞
① 調査を実施した都道府県数 ４３

（うち地方環境事務所が調査を行った都道府県数 １４道県(一部都道府県との重
複あり)）

② 調査対象となったゴルフ場 ８３３か所
（うち地方環境事務所が調査を行ったゴルフ場数 １４か所）

③ 調査対象農薬数 計４５種類
④ 総検体数 ３５,６８７検体

（うち地方環境事務所が調査を行った検体数 ６３０検体）
⑤ 検出状況 農薬別検出濃度範囲等は別表に記載したとおり

指針値超過検体 なし
⑥ 過去の調査結果との比較

調査対象 調査対象 総検体数 指針値超過 指針値
調査年度 ゴルフ場 検体数 超過比率

総 数 農薬数 (A) (B) (B/A)(%)

平成13年度 １，５２６ ３５ ７８，１８４ ０ ０

平成14年度 １，５３９ ４５ ７９，８９３ １ ０．００１３

平成15年度 １，２３３ ４５ ６０，８５８ ０ ０

平成16年度 ９９７ ４５ ４５，８８０ ０ ０

平成17年度 ８３３ ４５ ３５，６８７ ０ ０



ゴルフ場排水口における農薬別濃度範囲等(別表)

指針値 濃 度 範 囲 指針値超 （参考）注１

注2農 薬 名 (mg/ｌ) (mg/ｌ) 過検体数 総検体数
（殺虫剤）
アセフェート ０．８ ＮＤ～０．００１ ０ ７０６
イソキサチオン ０．０８ ＮＤ ０ ８８２
イソフェンホス ０．０１ ＮＤ ０ ５９６
エトフェンプロックス ０．８ ＮＤ～０．０００１ ０ ６１１
クロルピリホス ０．０４ ＮＤ ０ ７８６
ダイアジノン ０．０５ ＮＤ～０．００８５ ０ １，１４３
チオジカルブ ０．８ ＮＤ ０ ７００
トリクロルホン(DEP) ０．３ ＮＤ ０ ６０３
ピリダフェンチオン ０．０２ ＮＤ ０ ６８８
フェニトロチオン(MEP) ０．０３ ＮＤ～０．００６ ０ １，０５７
（殺菌剤）
アゾキシストロビン ５ ＮＤ～０．０１６ ０ １，０２４
イソプロチオラン ０．４ ＮＤ～０．０００６ ０ ７９７
イプロジオン ３ ＮＤ ０ ９１９
イミノクタジン酢酸塩 ０．０６ ＮＤ～０．０００６ ０ ５６２
エトリジアゾール(ｴｸﾛﾒｿﾞｰﾙ) ０．０４ ＮＤ ０ ５８４
オキシン銅(有機銅) ０．４ ＮＤ～０．００４ ０ ７４０
キャプタン ３ ＮＤ ０ ６４８
クロロタロニル(TPN) ０．４ ＮＤ ０ ９１３
クロロネブ ０．５ ＮＤ ０ ８１４
チウラム(ﾁﾗﾑ) ０．０６ ＮＤ ０ ８０３
トルクロホスメチル ０．８ ＮＤ～０．０４４ ０ ９６１
フルトラニル ２ ＮＤ～０．００４５ ０ ９２０
プロピコナゾール ０．５ ＮＤ～０．００２ ０ ９４９
ペンシクロン ０．４ ＮＤ～０．０１６ ０ １，１０１
ホセチル ２３ ＮＤ ０ ６１７
ポリカーバメート ０．３ ＮＤ～０．００１ ０ ５９２
メタラキシル ０．５ ＮＤ～０．００３２ ０ ９１８
メプロニル １ ＮＤ～０．０００６５ ０ ９４３
（除草剤）
アシュラム ２ ＮＤ～０．１３ ０ １，０５５
ジチオピル ０．０８ ＮＤ～０．０００５ ０ ７９２
シデュロン ３ ＮＤ～０．００１ ０ ７７０
シマジン(CAT) ０．０３ ＮＤ～０．０１８ ０ ７０８
テルブカルブ(MBPMC) ０．２ ＮＤ～０．００２４ ０ ６６１
トリクロピル ０．０６ ＮＤ～０．００５ ０ ８１０
ナプロパミド ０．３ ＮＤ～０．００２ ０ ７１０
ハロスルフロンメチル ０．３ ＮＤ～０．０１６ ０ ８６３
ピリブチカルブ ０．２ ＮＤ ０ ７２２
ブタミホス ０．０４ ＮＤ～０．００２６ ０ ７１２
フラザスルフロン ０．３ ＮＤ ０ ７２９
プロピザミド ０．０８ ＮＤ～０．０３ ０ ７７７
ベンスリド(SAP) １ ＮＤ ０ ６２８
ペンディメタリン ０．５ ＮＤ～０．００１４ ０ ９３４
ベンフルラリン(ﾍﾞｽﾛｼﾞﾝ) ０．８ ＮＤ ０ ７３６
メコプロップ(MCPP) ０．０５ ＮＤ～０．０２３ ０ ８７１
メチルダイムロン ０．３ ＮＤ ０ ６３２

合 計 － ０ ３５，６８７

注１ 排水口のデータである。なお、都道府県により定量下限値は異なる。
２ 場外の水域等を含む検体の合計である。



（参考）

ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針について

１．概要

（１） 水質保全の面からゴルフ場を指導するに先立って、農薬の使用状況や場内の集排水系統、
周辺水域の状況等の実態を的確に把握すること。

（２） 下流水域への出口であるゴルフ場の排水口における調査を基本に、農薬の使用状況、現地
の立地条件等を勘案して排出水中の農薬の残留実態を的確に調査すること。

（３） 全国的にみて主要な農薬について現在得られている知見等を基に人の健康の保護に関する
視点を考慮して設定した指針値を、排出水中の農薬濃度が超過しないよう農薬の流出を極力
低減させる等の指導を行うとともに、当該濃度が同指針値を超過した場合には次のような適
切な措置をとること。
① 下流の利水施設に支障が生じないよう万全の措置を講ずること。
② 農薬の流出原因についてより詳細な調査を行うこと。
③ 農薬使用の適正化、可能な範囲での農薬使用量の削減等の指導を一層徹底すること。
④ 現地の実情に即し、ゴルフ場の集排水施設、施設・構造等の改善を指導すること。

(４) 都道府県において、地域の実情に応じ、この指針値に替わるより厳しい値によって所要の指
導を行うことができること。

(５) 関係行政部局の連絡協議、ゴルフ場関係者の自主的な調査点検等の指導に努めること。

２．暫定指導指針の改正等について

○ 平成 ２年 ５月２４日 ： 環境庁水質保全局長名で各都道府県知事あてに通知。
○ 平成 ３年 ７月３０日 ： 一部改正（対象農薬を追加し、２１から３０農薬へ。）
○ 平成 ４年１２月２１日 ： 一部改正（指針値を一部強化。フェニトロチオンの指針値を

０．１から０．０３（ｍｇ／ｌ）に変更。）
○ 平成 ９年 ４月２４日 ： 一部改正（対象農薬を追加し、３０から３５農薬へ。）
○ 平成１３年１２月２８日 ： 一部改正（対象農薬を追加し、３５から４５農薬へ。）


